
【別紙様式２】

「育成を目指す資質・能力に関する方針」
　（グラデュエーション・ポリシー）

A

「教育課程の編成及び実施に関する方針」
　（カリキュラム・ポリシー）

A

「入学者の受入れに関するポリシー」
　（アドミッション・ポリシー）

A

重　　　点　　　項　　　目 達成状況

⑥学習指導要領の趣旨に沿った学習の充実と資格取得指導の徹底を図る。

(2)勤労観･職業観の育成とｷｬﾘｱ教育の充実 A

(3)授業改善推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑが主導する授業の改善 A

(6)健康教育の推進と安全教育の徹底 A

(7)家庭及び地域社会との積極的な連携 ⑯学校･家庭及び地域社会と密接な連携を図り、理解と協力を得る。 B

(8)勤務時間に関する意識向上と時間外勤務の抑制 ⑰在校時間管理ｼｽﾃﾑにより、勤務時間を客観的に把握し、時間外勤務の短縮を図る。 A

具体的目標

③⑤ A

④ A

⑥ A

④ A

④ A

活字文化に触れ、読書の喜びを実感できる機会を増や
す。

④ A

国語がわかる喜びを実感する授業の改善に努める。 ⑦⑨ B

国際社会に主体的に生きる知識を身につける。 ⑤ A

② A

② A

・定期的にアンケート等を実施し、生徒の意見を取り入れた授業改善に努める。 ⑨ B

④ A

⑤ A

④ A

⑦⑨ B

・成績不振者に対して、定期的な課外を実施する。 ③ A

自主的に学習する習慣を身につけさせる。 ④ A

④⑦ A

②⑨ B

⑥⑦ A

⑦⑪ A

科学的な思考力･表現力を育成する。 ④ A

⑩⑪⑫ A

⑮ A

⑬ A

④ B

④ A

⑮ A

②⑦⑨ B

評価 次年度(学期)への主な課題三つの方針 具　　　　体　　　　的　　　　目　　　　標

「
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の
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針
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（長期的目標）
①豊かな人間性・社会性を身につけさせ、社会の変化に適切に対応できる能力を育てる。
②商業に関する知識・技術を習得させ、経済活動を通して国家・社会に貢献できる資質を養う。

（中期的目標）
①上級資格取得の推進と基礎学力の向上。
②勤労観・職業観の育成とキャリア教育の充実。
③自他の理解能力の育成とコミュニケーション能力の向上。

（短期的目標）
①ビジネス社会に関心を持ち、社会の変化に対応できるよう主体的に学習に取り組み、自ら考え行動できる
生徒。
②挨拶やマナー等、高校生としての基本的な生活習慣を身につけ、多くの友人たちとともに明るく活動的な
高校生活を送ろうとする生徒。
③チャレンジ精神を持ち、簿記検定をはじめとする商業に関する各種検定や資格の取得をめざし、自らの進
路実現に取り組む生徒。
④中学校において、学校行事や部活動、生徒会活動に積極的に取り組み、本校入学後も継続して取り組む
意思のある生徒。

A 少子化の中にあっても中学生や保護者に
選ばれる学校になるため、広報活動を充
実させ、左記のアドミッション・ポリシーを周
知していく。

課題研究での地域事業所・行政・NPO法
人等との連携や、総合実践をとおしての起
業家精神育成など、活動的な取組を模索
する必要がある。

ICTを活用した教育活動を、より効果的に
行うことが出来るよう、教科間横断など更
なる研究が必要である。

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

地
理
歴
史
･
公
民

・ﾉｰﾄや夏季休業中の課題を提出させることにより、年間を通して教科に意欲的に取り組む姿勢を
持たせる。

・授業内容やICT教材の活用方法等について教科内で研究協議する。

国
語

基礎学力の向上を図る。

令 和 ５ 年 度 県 立 日 立 商 業 高 等 学 校 自 己 評 価 表

・文章を書いたり論理的に話したりする時間を増やし、国語表現力の向上に努める。

④授業や家庭学習に自ら取り組む習慣を身につけさせる。

授業においてICT機器の活用方法につい
て教科内外問わず協議し、より効果的な活
用方法について研究を行う。

・読書指導を図書部と連携し実施する。夏休み前に読書感想文指導を行う。

⑬自発的･自治的な活動等を通して、豊かな人間性と社会性を養う。

重　　点　　目　　標

A

⑦ICTを活用した授業を展開する。

(1)上級資格取得の推進と基礎学力の向上

⑤各教科における計画的な小ﾃｽﾄの実施により、自主的な学習態度を培う。

②授業公開や授業研究に取り組み、常に学習指導の工夫改善(教材研究)に努める。

A

評価

・夏季休業および冬季休業中に課題を与え、課題確認ﾃｽﾄを実施する。

⑧各学年の進路指導の充実を図り、主体的に進路選択ができる能力の育成に努める。

⑮健康教育(特に感染症対策)の充実と、安全教育の実践に努める。

⑪共に学び、助けあう協働の精神を育む。

⑭部活動への積極的な参加とその継続を図る。

⑩規範意識の確立と公共ﾏﾅｰの育成を図る。

(4)自他の理解能力の育成とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上

・年四回の校内漢字ﾃｽﾄや授業での漢字小ﾃｽﾄの実施を通して漢字力を身につけさせ、日本漢字
能力検定の合格者を増やす。

・国語辞書を授業の中で活用し、意味調べの作業を通して、言語活動を活発にする。

具　　　　体　　　　的　　　　方　　　　策

・数学が分かる喜びを実感する授業に向けて、授業内容やICTの活用方法について教科内で研究
協議する。

・定期的にﾉｰﾄ、問題集、ﾌﾟﾘﾝﾄを提出させ、学習進度の理解の確認をする。

・ｻﾌﾞﾉｰﾄを効果的に活用させる。定期的に提出させ、家庭学習の成果を確認し、自ら学ぶ習慣を身
に付けさせる。

・新聞などを活用して、社会時事を話題にしながら世の中の事象に関心を持たせる。

・単元ごとに演習の時間を設け、ﾌﾟﾘﾝﾄや問題集の反復練習を通して基本事項の定着を図る。

生徒が各教科に興味･関心を持ち、積極的かつ意欲的
に参加できる授業を実践する。

・ﾉｰﾄや漢字学習帳などを定期的に点検し、授業や家庭学習に取り組ませる。

・主体的かつ対話的な授業を通して、知識の確認及び学習内容への意欲を高める。

A

A

・目的意識をもった観察および実験を行うことにより、科学的な見方や考え方を養う。

・心身の健康や安全に関心を持ち、自ら健康で安全な生活を実践できるような意欲を育てる。

家庭学習の定着に努める。

授業においてICT機器の活用方法につい
て教科内外問わず協議し、より効果的な活
用方法について研究を行う。

(5)豊かな人間性と社会性の涵養と特別活動の充実

・ICTの活用で主体的なﾉｰﾄ作成を支援し、自主的な学習を促す。

・ICTの活用やﾉｰﾄ提出により生徒・教員相互のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを多く取り入れ、自ら考えさせる姿勢を
育てる。

・教科内での授業研究等を行うとともに、生徒の授業満足度(KPI)を学習指導の工夫改善につなげ
る。

目指す
 学校像

昨年度の成果と課題

評価項目

①授業時間の確保に努める。

⑫挨拶の励行を心がける。

ア　豊かな人間性･社会性を身につけさせ、社会の変化に適切に対応できる能力を育てる。
イ　商業に関する知識・技術を習得させ、産業経済活動を通して国家･社会に貢献できる資質を養う。

次年度(学期)への主な課題

A

③成績不振者に対する適切な指導を行う。

授業において、電子黒板やタブレットなど
のICT機器の活用方法について引き続き
研究する。

教科内での授業研究や情報交換を行い、
指導と評価の一体化を図るための、評価
を意識した指導方法について研究する。

ITCを生徒の理解が高まるような使用法を
科で共有し、展開する。

基礎的な運動能力と体力の向上を図り、運動の楽しさ
や喜びを味わい、継続的に運動ができる資質や能力を
養う。

健康安全に関する理解を深め、生涯を通じて自らの健
康を適切に管理し、改善していく資質や能力を養う。

・科内での研修を充実させ、ICTを活用したわかりやすく、生徒の満足度の高い指導を行う。

・体育委員をﾘｰﾀﾞｰとして準備運動を実践し、自発的に授業に取り組む態度を身につけさせる。

A

基礎的･基本的な知識を習得させる。

基礎学力の向上を図る。

・ICT教材や視聴覚教材、資料集やﾌﾟﾘﾝﾄなど各種の関連教材資料を利用し、授業に変化を持た
せ、生徒の興味や関心を高める。

自然に対する関心や探究心を高める。

数学に対する興味･関心を持たせる。

・集団行動の徹底を図り、整列および挨拶の励行に努める。

・日常の自然現象に興味を持たせるような教材を準備し、科学的な思考力・表現力を養う。

　求人数は昨年度と同様に安定しており、卒業までには就職希望
者全員が内定を得ることができた。今年度も企業訪問等による求
人開拓や校内体制の効率化に力を入れるとともに、基本的な生活
習慣を確立させ、生徒の進路実現に取り組むとともに、求人情報
等の発信を更にすすめる必要がある。

⑨校内研修等の充実を図り、授業満足度(KPI)80%[生徒授業ｱﾝｹｰﾄでのA及びBの回答率]
以上の維持。

　計画的な小ﾃｽﾄや課外授業の実施などにより、自ら積極的に学
ぼうとする意欲が増したが、教科にばらつきがあるため、今後も家
庭学習の推奨や、各教科における主体的な学習態度の育成を継
続的に図る必要がある。

　クラスマッチや文化祭においては生徒会が中心となり、より良い
形で実施できた。引き続き、生徒の自発的な活動を促し、委員会
活動や年間計画に沿ったLHRの実施などﾎｰﾑﾙｰﾑ活動をより一
層充実させる必要がある。部活動については、限られた条件下で
も活性化させることができるよう、その方策を考察する必要があ
る。

　日々のきめ細かな指導により、学校内及び登下校時の服装や生
活態度が落ち着いてきている。他方校外においてﾏﾅｰの向上を図
る必要がある。また、学校として情報の共有に努め、特にSNS上
のﾄﾗﾌﾞﾙに迅速に対応するなど、引き続き、生徒の変化を見逃さな
い体制づくりが求められる。

A

・心身の健康や安全について、基礎的な事項を理解させ、適切な意思決定や行動選択の基盤を身
につけさせる。

・校内ﾏﾗｿﾝ大会や体力ﾃｽﾄをとおして、成就感や達成感を体験させ、自尊心を培う。

・公正、協力、責任などの意識を身につけさせ、自他の尊重と安全な授業展開に努める。

A

数
学

理
科

保
健
体
育



具　体　的　目　標

② B

⑦ C

③ A

⑥ A

⑦ A

⑥ A

⑥ A

⑥ A

②⑪ A

⑨ A

ﾃﾞｯｻﾝや色彩の基礎を学習する。 ② A

基礎をもとに、自分なりの表現を追求する。 ⑪ A

伝統的な技術の良さを知る。 ④ B

自他の作品について、良さを見つけられる。 ④ A

日常生活や進路先で役立てられる知識を身につける。 ⑬ A

⑤ A

①②⑦ A

③ A

⑥ A

家庭学習の定着に努める。 ④ A

②⑦⑨ A

①② A

基本的な知識や技術を習得させ、実践的な能力や態
度を育てる。

②⑥ B

② A

②⑦⑨ B

④ A

③ A

②⑥⑦ A

②③ A

⑥ B

④ B

⑥ A

②⑨ A

⑤ A

・授業以外での資格取得を奨励する。 ⑬ A

⑫ A

⑩ A

授業時間の確保に努める。 ① A

⑰ A

⑧ A

②⑨ B

⑥ A

⑧⑨ B

③ A

適切な進学指導を行う。 ④ A

地域への広報に努める。 ⑯ Ａ

⑦ Ａ

⑦ Ａ

⑥ Ａ

⑥ Ａ

学校HPの管理運営に努める。 ⑯ Ａ

調査書等の入力ならびに作成を支援する。 ⑥ Ａ

⑬ A

⑪ B

⑬ A

⑪⑬ A

⑩ B

⑬ A

⑮ A

⑯ B

⑭ A

・ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ活動をとおして、音楽以外でも協働的に活動する態度を養う。

評価項目 具　　　　体　　　　的　　　　方　　　　策 評　価

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

・行事までに余裕のある計画を行う。

・文化祭の毎年開催に提案

授業において電子黒板やタブレットなどのＩ
ＣＴ機器を活用方法の研究を行う。
また、ＩＣＴ機器を利用した作品制作を行
い、日常生活や卒業後の進路先で活用で
きるような課題を検討したい。

A

A

・今年度から始まった授業改善プロジェクト
について、他校の例を参考に相互授業参
観や公開授業の案内等を行ったが、周知
が不十分だったため、次年度はさらに積極
的に活動する必要がある。
・業者テストについては今年度見直しを行
い、次年度から業者を変更する。新テスト
を円滑に実施し、生徒の基礎学力向上・定
着に取り組んでいく。
・学校広報について、次年度はポスターを
刷新し、中学校等への広報に一層力を注
いでいく。

・情報セキュリティ実施手順を定める条項
に従い、ＩＣＴ機器の保守管理に務め、ＯＳ
やソフトウェアの定期的なアップデートを行
い、使用する機器を更新し、不要となった
機器を適切に処分していく必要がある。
・保有個人情報の取り扱いには十分に注
意を行う必要がある。
・ＧＩＧＡスクール構想に伴う、生徒端末の
導入を円滑に進めていく必要がある。

Ａ

それぞれの目標は達成している。他方、基
礎学力の向上については今年度達成した
からといって、終わりではない。したがっ
て、次年度においても不断の努力を続けて
いきたい。

授業でのICT機器の活用について、効果的
な方法について研修を続ける。取り扱う題
材について検討する。

・各科目において教職員間の教材研究を
共有し、学習の基礎基本の徹底を図り資
格取得に繋げる。
・地域社会の一員としてとして、マナー教育
はもとより、積極的・自発的に社会に貢献
できる人材育成に努める。
・検定試験受験のスケジュールや課外の
企画について、現在、商業科内で見直しや
検討を行っており、次年度は全員受験する
検定を精選するが、検討を引き続き行って
いく。

・他教科(地理歴史等)の授業内容と連携し、歴史や文化に対する理解を深め、表現の創意工夫に
生かせるようにする。

・単語小ﾃｽﾄ等を行い、語彙力を強化する。

・「起業家精神とﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ」等で、実務上のﾏﾅｰについて実践的に学ばせる。

・出張および年休時の授業交換を徹底する。

・インターネットを利用して楽曲の歴史的背景等を調べる。

・自己の演奏動画をｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等で撮影し、客観的な視点から確認することにより、音楽表現を創意
工夫する。

・HR活動においてｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄを積極的に活用し、振り返りを通して自己理解につなげる。

・毎始業ならびに終了時に挨拶を励行する。

・日頃の練習や練習試合等を通して、各部活の活性化とﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟに努める。

A

・授業でやったことが、どのように日常生活や進路先で役立てられることができるかを、考えながら
制作できるよう指導する。

・可能な限り多様な音楽に親しめるよう、題材の精選に努める。

・実践内容を多く取り入れ、具体的でわかりやすい授業を心がける。

・授業担当者の連携を図り、ICTを活用し授業を充実させる。

・商業科目に関する知識と技能を習得させる。

・時間ごとにﾃｰﾏを絞って技術を習得していけるよう指導する。

A

・生徒会活動については、生徒を主体として企画させ、運営できるよう指導する。

・保護者や地域の指導者との連携を積極的に推進し、よりよい指導環境を整える。

・生徒の自主的ならびに自発的な活動が促進できるよう、顧問は適切な指導および援助を行う。

・アンケートを実施、生徒の意見も取り入れた授業改善に努める。

・小ﾃｽﾄを実施する｡

教
務

・ICTを効果的に活用し、授業形態の工夫改善に努める。

商
業

家
庭

・新学習指導要領に則った教育課程編成を行う。

・日常生活との関連を大切にし、生徒の実態に合った内容や教材の精選に努める。

美
術

ﾏﾅｰ教育の実践に努める｡

特色ある教育課程の編成と運営に努める。

英
語

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの運用および管理をおこない、円滑なｼｽﾃﾑの
構築と保守に努める。

特
別
活
動

各種の学校行事をとおして帰属意識や協調性を高めさ
せる。ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの活用により、自身の取り組みに
ついて自己評価を行い、自己理解を深める。

情
報
広
報

・校外における生徒の規範意識、SNS使用や交通についてのﾏﾅｰを向上させる。

・体育祭、ｸﾗｽﾏｯﾁをとおして成就感・達成感を体験させ、ｸﾗｽの連帯意識を培う。

・各種委員会活動の充実に努める。

・共有の校務ﾃﾞｰﾀから、効率的な処理が行えるように支援する。

・個人情報に関する管理を徹底し、秘密保持に努める。

・HPの更新に努め、広報活動を積極的に行う。見やすいHP作成を心がける。

・校内で管理するﾊﾟｿｺﾝや機器の管理点検に努める。

・成績ﾃﾞｰﾀの入出力が円滑に行えるように、関係部署との連携に努める。

・授業アンケートでA及びBの回答率80％以上を取るように努める。

校内の電子ﾃﾞｰﾀの管理と有効活用に努める。

連携を密にした円滑な学校運営に努める。
・会議の準備や方法について、大幅に見直しを行う。

・授業改善推進プロジェクトチームと連携し、指導方法の工夫、改善や授業内容の公開等の研究を
行う。

・成績不振者に対して適切な指導を実施する。

・生徒個々の状況に合わせて、課外等を実施し適切な指導に努める。

・業者ﾃｽﾄのﾃﾞｰﾀを有効に活用し、授業力向上に役立てる。

・各学年、各部、各教科より提案された行事を把握し、円滑に実現を図る。

・平常の活動をとおして生徒の心身の健康状態に気を配る。

・学校案内を刷新し、本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや学校説明会等で情報提供を積極的に行う。

A

他教科との連携において不十分な結果と
なってしまったので、他の方策でより良く連
携する。
インターネット上の情報を精査する懸念か
ら、楽曲の歴史的背景を調べる学習にイン
ターネットを利用しなかった。ほかのより良
い方策を検討し、歴史的背景の調べ学習
に取り組ませたい。

・音楽に親しむために必須な読譜力を養い、より主体的に生涯にわたり音楽活動に取り組めるよう
にする。

・曲のよさや美しさを味わって聴くために、他者の表現を知覚(聴き取る)し、感受(受容)できるように
する。

・ALTを活用し、「生の英語」を体験させる。

・鑑賞の授業を通して、多くの作品に触れ、自分なりの感想を持ち、特にその良さを見つけられるよ
うに指導する。

・成績不振者に適切な指導を行う。

・検定試験前に課外を実施する｡

B

基礎学力の向上に努める。

専門科目の知識･技能を定着させ、人間力が向上する
ように努める｡

A

・視聴覚教材やICTを有効に利用し、授業の理解を深め、アンケートによる授業満足度80％以上を
目指す。

曲想と音楽の構造や文化的･歴史的な背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創
意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を
身に付けるようにする。

・伝統的な技術についての体験をとおして、伝統を大切にしようという心を養えるよう指導する。

基礎学力の向上を図る。

自己のｲﾒｰｼﾞをもって音楽表現を創意工夫することや、
音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこ
とができるようにする。

主体的･協動的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯
にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明
るく豊かなものにしていく態度を養う。

生徒の興味･関心に配慮した授業を工夫する。

生徒が自発的に学習する態度の育成に努める。

英語学習に喜びを持たせる。

作品の完成により、達成感を持たせる。

・校内外ﾈｯﾄﾜｰｸの構築や保守に努める。

部活動の充実と振興に努める。

・適宜、課題を提出させる｡

・成績不振者に対しては、課外指導を行う。

・全商英検の合格者増加に向け、課外などを実施する。

・自己のｲﾒｰｼﾞをもつために、想像力を働かせてｲﾒｰｼﾞや表現意図を言葉にする言語活動に取り組
ませる。

・自己研修等を行い、授業満足度８０％以上となるようにする。

・製作実習に関しては、個人的にきめ細かな指導を行い、全員が完成できるよう指導する。

・技能が不十分な生徒に対して、個別指導等を行う。

・予習すべき課題を提示し、その学習状況確認を適宜行う。

・商業科目に関する資格を取得させる。

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとりながら、個々の発想のよさを汲み、形にしていけるよう指導する。

音
楽



具　体　的　目　標

⑩⑫ A

⑬⑯ A

⑩⑫⑬ B

⑯ B

⑯ A

⑩⑬ B

⑩⑬ B

⑩⑬ A

悩みを持つ生徒への指導の充実を図る。 ⑬⑮ A

⑩ A

⑩ A

⑧ Ａ

⑧ Ａ

⑬ Ａ

⑧ Ｂ

⑬ Ａ

⑧ Ａ

⑬ Ａ

⑬ Ａ

⑮ A

⑮ A

生徒が学習するための環境を整備する。 ⑩⑪ A

⑮ A

⑮ B

⑬ A

⑬ A

⑬ B

④ A

⑥ B

⑥⑬ A

④⑪ A

⑪⑬ A

PTA活動に対する会員の意識向上を図る。 ⑯ Ｂ

⑯ Ａ

⑯ Ａ

地域社会との連携を密にする。 ⑯ Ｂ

⑫ B

⑩ A

④ A

④ A

⑬ A

⑬ A

⑩ B

⑫ A

③④ A

⑥ A

⑬ A

⑧ A

⑩⑫ A

⑩ A

⑩ B

④⑦ A

⑦⑧ A

⑧⑨ A

⑧ A

⑧⑪ A

⑧ A

※評価基準　Ａ：十分達成できている　　　Ｂ：達成できている　　　Ｃ：概ね達成できている　　　Ｄ：不十分である　　　Ｅ：できていない

・進学に関する指導及び指導体制につい
て工夫する。

・今年度同様に、３学年と進路との連携を
しっかりととっていく。
・１・２学年の生徒たちの進路意識高揚の
ために、ＬＨＲに進路学習の時間を増や
す。

・図書館の利用がさらに増えるような働き
かけを工夫する。
・調べ学習に対応できるような体制を整
え、生徒の活動を支援する。

・活動を再開する中での役員、行事運営方
法の引き継ぎを工夫する。
・行事等を精選する。

A

A

評　価 次年度(学期)への主な課題

・自己管理能力を育成する

・身だしなみや言葉遣い等、TPOを踏まえ
た対応ができるよう育成していく。
・進路実現のために、早期から学習に取り
組むよう育成していく。

B

・感染症や熱中症の予防対策に取り組み、
生徒の健康の保持増進に努める。
・エアコンや加湿器等の適切な使用を促
し、教室の環境整備に努める。

Ａ

規範意識の向上、特に自ら考えて鼓動す
ることについては充分に達成しているとは
言えない。特に校外においては、規範意識
が薄れている傾向がある。例えば、制服の
着こなしが乱れる生徒を大甕駅前などで実
際に指導した。従って、次年度において
も、規範意識をどのように向上していくかを
検討しなければならない。
いじめにおいては、問題が小さい段階で着
手できているので、次年度においても同じ
ようにやっていきたい。

・各種PTA行事を休日に実施し、参加者の便宜を図る。

・ｴｱｺﾝ使用に際して、適切な計画を立て指導する。

・進路ﾉｰﾄや進路資料を活用したHRを実施する。

・各種健康診断等を適切に実施し、事後措置と保健指導を行う。

・保健室頻回利用者について、担任や学年と連携して指導にあたる。

・求人票や受験報告書などをHRで活用する。

・自己理解のために、基礎力測定診断や適性検査を実施する。

・授業における調べ学習に積極的に協力する。

・生徒指導、成人教育、広報の各委員会活動を積極的に行う。

・震災などの緊急時の対応を見直し、防災避難訓練を実施し、防災に対する正しい知識を身につけ
る。

・平素の清掃の徹底と、年二回のﾜｯｸｽ塗布及び年数回の大掃除を実施する。

・図書等の資料の希望調査をおこない、図書部会で幅広い分野から選定する。

・大学、短期大学、専門学校や企業と連携を密にし、情報収集を行い、生徒ならびに保護者に提供
する。

・推薦図書の選定をし、生徒や教職員への広報に努める。

・読書感想文集の作成をとおして、読書指導を充実させる。

・規範意識の確立や公共ﾏﾅｰの育成、服装の適正化を目指す。

・生徒との面談やｱﾝｹｰﾄにより、いじめを早期に発見するように努める。

・主体性を持って学校行事やホームルーム活動に参加し、豊かな心と協調性を育む。

・自立心を養い、基本的生活習慣(自己管理、時間厳守、欠席などをなくす)を確立させる。

・進路情報を遺漏なく生徒に伝達するよう、進路指導部との連絡を密にする。進路達成のための適
切な指導を行い実行させる。

・授業をとおして生徒の観察や生徒の相談に応じ、実態を把握することで多面的な生徒の理解に努
める。また、社会人としての適切な言動ならびに振る舞いができるように指導する。

・各種検定試験に目標を持って取り組み、継続して努力し進路実現につなげる。

・あらゆる場面を通して現在の社会状況を認識させる。

A

・進路目標を早めに設定することを促し、達成するための準備や方法を考えさせる。

・全商一級の三種目以上合格や日商簿記二級合格、ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ合格など進路達成に合わせた資格
の取得を目指す。

A

・進路懇談会、職業講話、就職進学体験発表会等を実施する。

・貴重品管理を徹底し、盗難防止に努める。

・進路相談や個別面談を継続的に実施する。

・登下校指導や通学路指導を実施して、公共ﾏﾅｰが向上するように努める。

・進路の手引きを作成し、進路情報を提供する。

・PTA行事を積極的に支援するとともに、同窓会活動などの運営円滑化に努める。

・図書委員会の継続的な活動を支援する。

・HRで全校読書会を実施し、発達段階に応じた生徒の読書体験を増やす。

・新入生への図書館ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施する。

・「図書館報」「あすなろ」などを通じて図書館の広報活動を行う。

広報活動を活発化し、各種PTA行事への保護者の参
加率を高める。また今年度はPTA活動予定が変更され
る可能性が高いため、保護者との連絡を密に行う。

家庭と地域社会、関係機関との連携を深めながら、事
故及び非行等の未然防止に努める。

学校全体のｷｬﾘｱ教育の充実を図るために、各学年に
おける計画的な進路学習の支援推進に努める。

保
健
厚
生

渉
外

規則正しい生活を送ることができるように、心身の健康
の充実に努める。

いじめの早期発見ならびに早急な解決に努める。

基本的生活習慣の確立と、心の教育を充実させる。

生徒の進路拡大を図るために、関係機関と連携し、職
場開拓や進学情報の収集･提供に努める。

ｷｬﾘｱ教育の活動全体を通して、望ましい勤労観･職業
観の育成を図り、主体的に進路選択ができる意欲･能
力の育成に努める。

生命の尊重と安全教育の充実に努める。

豊かな人間性と社会性の涵養及び公共ﾏﾅｰの向上に
努める。

進
路
指
導

生
徒
指
導

評価項目

進路に合わせた学習や資格取得を計画させる。

・生徒が自ら学習できるように、基礎学力の確立ならびに学習の習慣化に務める。
基礎学力の向上、さらには上級資格取得を目指す。

・部活動での地道な取り組みを大事にし、縦横の人間関係を円滑にする能力を育成する。

・高校生としての基本的生活習慣（欠席・遅刻・早退、挨拶を含めた）や規範意識の確立に努める。
自己管理能力を育成させる。

部活動や学校行事に真摯に取り組み、心身を鍛える。
・部活動、学校行事などで主体性を持たせることで、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力や協調性などを涵養する。

・身だしなみを整えさせ、礼節および言葉遣いの大切さを認識させる。

三
学
年

二
学
年

進路目標の達成に向けて学校生活に取り組む。

高校生らしい基本的生活習慣を身につける。

・各種検定試験において上級資格を取得し、進路実現につなげる。

・主体性を持って進路行事に参加させ、将来への意識を向上させ、職業意識を強く持つ。

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を育成する。

・面談等を密におこない、生徒の変化に適切に対応することで、問題行動の未然防止に努める。

一
学
年

基本的な生活習慣を確立させる。

・学習の習慣化に力を入れる。きちんと授業を受けさせ、宿題や課題などをしっかり提出させる。一
般常識や学習の基礎および基本を固めるとともに、発展的な内容も学習させる。

・挨拶、言葉遣い、制服の着こなし等ﾏﾅｰ向上をはかる。

・遅刻を繰り返す生徒については、保護者を呼ぶなどの段階的指導を通して、その減少を図る。

具　　　　体　　　　的　　　　方　　　　策

図
書
館

資料ｾﾝﾀｰとしての資料の充実を図る。

図書館利用の活性化を図る。

授業やHRと連携し、学習ｾﾝﾀｰとしての機能を向上させ
る。

読書指導に努め、生徒の読書意欲を喚起する。

防災体制の見直しを図り、災害時に安全な避難体制の
確立を目指す。

・年間計画を作成し、公表する。

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等を利用し、相談できる環境の整備に努める。

・家庭との連絡を密にし、かすかな情報やｻｲﾝを見逃さないよう努める。

・被害調査等の実施を通して、問題行動の未然防止に努める。

・相手の気持ちを思いやるなど好ましい人間関係づくりの育成に努める。

・いじめ防止対策会議を開き、被害者の安全確保を最優先して早急な解決に努める。

A

A

・基本的生活習慣の確立と自立心を養う。

・保護者に本校HPを利用して、PTA行事や計画等の情報を提供する。

・ビジネス教育を学ぶ意義を認識し、自ら学習することのできる生徒を育成する。

高校生らしい基本的生活習慣を身につける。
・身だしなみ、礼節、言葉遣いの重要性を認識し実践する。

部活動や学校行事に主体的に取り組み、心身を鍛え
る。

ﾋﾞｼﾞﾈｽの基礎を学び、資格取得を目指す。


